
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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赤磐市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
財政力指数：中心となる産業が無いこと等により類似団体平均を下回っている状況にある。企業誘致、産業の振
興を図り市税の増収となるよう財政基盤の強化に努める。
経常収支比率：類似団体平均よりは低いものの、岡山県市町村平均と同じ、全国市町村平均と比較すると高い
状況にある。今後は児童手当、生活保護費、児童保護措置費等の増による扶助費、合併特例債の償還による
公債費の伸びが予測されるため、事務事業の見直しを進め、民間委託、指定管理者制度の導入により人件費・
物件費・補助費等の経常経費の更なる削減を行う。また、臨時財政対策債が減少傾向にあるため、手数料・使
用料の適正化、市税等の徴収に重点を置き歳入の確保を図り、経常収支比率の低下に努める。
起債制限比率：起債の抑制等により現在は適正な範囲内であるが、臨時財政対策債発行可能額の減少及び合
併特例債等の元利償還金の増により上昇の傾向にある。事業の精査により、地方債発行を抑制する。
人口１人当たり地方債現在高：現在は、類似団体平均とほぼ同じであるが、合併特例債等により増加が予想さ
れるため、年度毎の限度額を定めるなど残高が急激に増加しないよう対策を講じる。
ラスパイレス指数：類似団体平均より下回っているが、更なる給与体系の適正化により縮減努力を行う。
人口１，０００人当たり職員数：合併直後であるため、平均値を上回っている状況である。人材育成計画の策定と
推進により、行政運営を支える職員の資質の向上を図るとともに、定員管理や職員の適正配置により、できるだ
け少ない職員でサ－ビス向上を目指す。また、新規採用を抑制し、平成２２年４月１日における総定数を、平成１
７年４月１日現在に対して４．７％程度の純減を図る。




